「祇園歴史の旅」平成３０年度校長だより掲載分（その１～その３５）
　学校にある資料や郷土史誌などを参考に、学校や地域の歴史を紹介するコーナーです。

　祇園歴史の旅（その１）「祇園小学校の歴史」
　　明治３７年２月に創立した「戸尾小学校」と明治４２年４月に創立した「光園小学校」
　とを統合し、平成１３年４月１日、「祇園小学校」が誕生しました。平成３０年４月で
　創立１８年目を迎えることになります。
　開校当時に寄せられた期待に応えるために、職員一同頑張ってまいります。

祇園歴史の旅（その２）「祇園小学校の児童数」
　　祇園小学校が誕生した当時の平成１３年５月１日現在の全校児童数は３４３名でしたが、その後、少しずつ増加し、平成３０年４月６日現在の全校児童数は４８７名となりました。戸尾小と光園小が統合された当時は想定できなかった、市内中心部のマンション建設が増加の要因の一つであると考えます。少子化の折、児童数が増加している貴重な学校であるとの認識のもと、活気のある学校づくりに努めてまいります。

祇園歴史の旅（その３）「祇園小学校の健康教育」
　　本校「学校要覧」の学校沿革によると、開校時の平成１３年度の「市歯の健康優良コンテスト優秀校」を始め、平成２７年度の「全国歯科保健優良校」に至るまで、市・県・全国の健康教育・歯科保健教育の表彰受賞が際立っています。学校の取組だけではなく、校医・歯科校医の先生方を始め、保護者や地域の皆様のご支援とご協力のたまものだと感謝申し上げます。伝統のある健康教育の充実にも引き続き努めてまいります。

祇園歴史の旅（その４）「祇園小学校区の町名」
　　「佐世保市通学区域一覧」によると、祇園小学校区には、次のとおり全部で２４の町があります。市内小学校の中では最多です。
　戸尾町、松川町、京坪町、上京町、下京町、塩浜町、万津町、山県町、平瀬町（一部は金比良小）、祇園町、宮崎町、光月町、島地町、宮地町、勝富町、島瀬町、栄町、松浦町、
　本島町、高天町、常盤町、湊町、三浦町（一部は白南風小）、新港町　　　

祇園歴史の旅（その５）「祇園緑の少年団」
　　平成４年３月２５日、光園小学校の５・６年生１７名で緑の少年団が結団されました。その後、緑に親しむ活動などを行いながら、現在は３０名の団員で活動しています。ちなみに長崎県には２７団、約７５０名、全国には約３６００団、３３万名の団員がいるそうです。毎月の清掃活動や花の苗植え、環境学習会などの活動が評価され、本年４月１日の市政施行記念式典において、祇園緑の少年団は、「善行功労」（市民の模範となる善行者）表彰を受賞されました。創設以来指導なさっている小林団長さんご指導のもと、今後も充実・発展していくことを願っています。　　　　　　　　


祇園歴史の旅（その６）「校歌の決定過程」
　　校長室に掲示されている額の中に、次のような記載があります。
　「校歌決定過程」　校区・ＯＢ・関係者に祇園小学校校歌の公募をお願いし、集まった１５点の中から光園小学校ＯＢ河野左千子さん（旧姓で応募）の作詞イメージを基に、光園小今道昭哉ＰＴＡ会長、戸尾小力武和裕ＰＴＡ会長、光園小野茂政昭校長、戸尾小徳永彰校長が補昨し、佐世保在住の作曲家七田英明氏（光園小学校ＯＢ）に作曲を依頼して完成、校歌として決定した。　　平成１３年４月
　　作詞者、作曲者、関係者の皆様の思いを受け継ぎながら今後も歌い続けてまいります。
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祇園歴史の旅（その７）「校章制定の由来（前編）」
　　校長室にある額には次のような記載があります。
　　校章は五個の佐世保独楽とヨマ（独楽を回すひも）と学校のロゴで構成されている。佐世保独楽は校区の特産物であり、この地域の児童は昔から慣れ親しんでいる。
　　校名のロゴ全体の印象は子供たちを優しく包み込む感じを表現した。
　　ヨマは独楽を起動し、継続させるための物であるので子供を育てる見守る親、地域、学校を表している。
五個の独楽は・・・（続きは次号で紹介）　※上の校章をじっくりとご覧ください。

祇園歴史の旅（その８）「校章制定の由来（中編）」
　　校章にある五個の独楽は五色を表し、その五色は、東洋思想における五行説の天地、自然の成り立ちを説明する木・火・土・金（金属）・水の五つの要素を象徴する各色彩の青・赤・黄・白・黒から由来する。この五色が象徴する要素を児童の成長を願い、表現した。
1． 木（青）は繁るように育つ　２．火（赤）は情熱を持つ　３．土（貴）は豊穣な
心で　４．金（白）は鉄は熱いうちに打て　５．水（黒）は清らかに

校長室にある額には上記のように記載してあります。たいへん奥が深いものです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※上の校章をじっくりとご覧ください。

祇園歴史の旅（その９）「校章制定の由来（後編）」
　　校長室にある額の記載内容をもとに、３回に渡り校章制定の由来をご紹介しています。五個の佐世保独楽は、東洋思想における五行説に由来し、①木（青）は繁るように育つ、　②火（赤）は情熱を持つ、③土（貴）は豊穣な心で、④金（白）は鉄は熱いうちに打て　⑤水（黒）は清らかに、との願いが込められています。ヨマ（独楽を回すひも）は、独楽を起動し継続させる物として子どもを育て見守る親・地域・学校を表しています。校名のロゴ全体の印象は、子どもたちを優しく包み込む感じが表現されています。
校区・ＯＢ・関係者からの１０通の公募を基に、当時の光園小・戸尾小のＰＴＡ会長、
光園小・戸尾小の校長が発案、デザインを長田純治氏（デザイン事務所Ｒ２）に依頼して完成しました。　　　　　　　　　※改めて、上の校章をじっくりとご覧ください。

祇園歴史の旅（その１０）「中佐世保駅のパネル絵」
　　平成２５年度の３年生（現在の中学２年生）制作のパネル絵が、中佐世保駅に掲げてあるのをご存じでしょうか？　関東地方で放映されるテレビ朝日の番組の中で松浦鉄道中佐世保駅のパネル絵も紹介されたそうです。番組はこちらでは観ることができませんでしたが、中佐世保駅の右にある屋根付きベンチの後ろに、横５ｍ程度、縦２ｍ程度の実物が掲げてありますので、是非ご覧ください。
　　「おもいやり」「おもてなしのまち」の文字や、車いすに乗った人、外国の人、大人も子どもも手をつないだ笑顔の人物や、明るい町並みなどが描かれています。

祇園歴史の旅（その１１）「カズバ坂は全部で何段？昔の映画館は？」
　　いつ、誰が名付けたのかわかりませんが、「カズバ坂」を通ってたくさんの人が往来しています。一気に登りあがると息が切れそうな坂ですが、全部で１７２段ありました。映画館の「カズバ」があったことから名付けられたのではないかと思いますが、市政百周年記念、佐世保市発刊の「佐世保事典」によると、昭和３０年ごろの市内の映画館として２２館の記載がありました。その内、次の１３館が校区内にありました。
　　東宝中央・松竹三要・セントラル（島地町）、カズバ・ダービー（島瀬町）、千日・新東宝（山県町）、国際・富士（湊町）、東映（京坪町）、水丸座（下京町）、弥生ニュース（栄町）、佐世保第一（松浦町）の１３館です。ちなみに、残りの９館は次のとおりです。
　早岐共栄・早岐劇場（早岐）、菫ヶ丘（黒髪町）、大宮（大宮町）、今福座（今福町）、日劇（俵町）、共楽館（大野）、皆瀬（皆瀬）、相浦中央（相浦町）の９館です。
　　当時はテレビの普及等が少なく、映画が娯楽の中心であったことがわかります。　

祇園歴史の旅（その１２）「戸尾小学校の沿革（前編）」
　　明治３７年創立の戸尾小学校と明治４２年創立の光園小学校のうち、歴史の古い戸尾小学校の方から、合併前の学校要覧等をもとにその沿革をご紹介いたします。
　　明治３７年２月、佐世保高等小学校として創立。明治４２年４月、戸尾尋常高等小学校と改称。昭和１６年４月、戸尾国民学校と改称。昭和２０年６月２９日の佐世保大空襲により、校舎等を消失しました。昭和２２年４月、佐世保市立戸尾小学校と改称。同年５月に新校舎が完成し、仮校舎から移転して授業が行われました。　

祇園歴史の旅（その１３）「戸尾小学校の沿革（後編）」
　　昭和２３年４月、光園小学校と合併。（昭和２５年３月まで合併は続きます。）同年同月、育友会発足。昭和４１年３月、人通橋開通式。昭和４２年２月、通学服指定。昭和４５年４月、ことばの教室設置。その後、学校環境衛生優良校、よい歯の学校優秀校・優良校、健康優良校などの実績を経て、平成１３年３月に閉校し、同年４月から祇園小学校としてスタートいたしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
祇園歴史の旅（その１４）「光園小学校の沿革（前編）」
　　光園小学校の学校要覧等をもとにその沿革をご紹介いたします。
　　明治４２年４月、祇園小学校として創立。大正６年４月、祇園女児尋常小学校（女児だけ）と改称。同年同月、光月尋常小学校（男児だけ）創立。昭和８年１０月、光月・祇園両尋常小学校が合併し、光園尋常小学校創立。昭和１６年４月、光園国民学校と改称。昭和２０年６月２９日の佐世保大空襲により、校舎等消失。その後、琴平国民学校と戸尾青年学校仮校舎を借用して授業が行われました。

祇園歴史の旅（その１５）「光園小学校の沿革（後編）」
　　昭和２３年４月、戸尾小学校と合併。昭和２５年４月、光園小学校として独立開校。昭和２６年９月、現在地に新校舎落成移転。昭和４７年１０月、まどか教室設置。平成４年４月、緑の少年団結成。花いっぱい運動優良校、健康優良校、学校図書館コンクール優秀校、よい歯の学校優秀校などの実績を経て、平成１３年３月に閉校し、同年４月から祇園小学校としてスタートいたしました。　　　　　　　　　

祇園歴史の旅（その１６）「高天町、宮崎町の由来」
　　「佐世保の地名は語る」（坂田直士著、平成１３年発行）から、掲載されている順で地名の由来を今号以降ご紹介いたします。なお、校区内すべての町名は掲載されていないことをご了承ください。
　　高天町は、この地に祭られていた高天神社にちなむ。現在は須佐神社の境内に移されている。佐世保郵便局のある宮崎町（現在は京坪町）は高天神社の旧地にちなむ。高天神社は、おそらく大村市竹松にある社格の高い昊天神社を勧請したものであろう。この地に勧請されたということは、戦国の世に佐世保地方が大村市の支配下に置かれていたことを物語るものであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

祇園歴史の旅（その１７）「祇園町の由来」
　　「佐世保の地名は語る」によると、「佐世保志（上）」に、「本町内祇園神社の鎮座ありしに因む」とあるが、現在、独立した祇園社はない。祇園社は京都八坂神社の旧称であり、京都の祇園は八坂神社をさすとともに、その付近の地名で遊里でもあった。佐世保の祇園町も、名切・小佐世保等のかつての遊里に近かったことから名づけられた地名かもしれない。　　　　　　　　　　

祇園歴史の旅（その１８）「戸尾町の由来」
　　坂田直士著「佐世保の地名は語る」によると、「戸尾町は小字『戸ノ尾』によるが、これは山のすその延びた所がたわんで海に迫る『タワノ尾』『トウノ尾』に転じ、これに『戸ノ尾』の字を当てたのであろう。戸尾小学校の台地が尾根の末端として残っている。」と記載されています。
このことから、戸尾町付近までが陸地で、その先は海だったことがわかります。


祇園歴史の旅（その１９）「三浦町の由来」
　　坂田直士著「佐世保の地名は語る」（平成１７年出版）によると、「三浦町は小字『三ヶ浦』による。『三ヶ浦』とは『狭（サ）沼（ヌ）ヶ浦』のことで、細長くて狭い入江のことである。この入江は戸ノ尾の台地の南側にあり、そこに馬ノ氏川が注いでいたが、今は道路に改修されて下の暗渠を流れている。小字『三ヶ浦』は、三浦町と戸尾町の両区域に入っている。」と記載されています。現在、三浦町のうちアルファビルあたりが祇園小学校区で、その他は白南風小学校区となっています。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
祇園歴史の旅（その２０）「上京町・下京町・京坪町の由来」
　　坂田直士著「佐世保の地名は語る」（平成１７年出版）によると、「上京・下京の町名は小字『京ノ坪』を中心にして、上京と下京に分けたものである。京ノ坪とは経田（きょうでん）のことで、お寺の檀家の人が読経料として、寺へ寄進した水田のことをいった。「経」に「京」の佳字を当てたもので、「坪」とはこの場合、水田を意味する。」と記載されています。
京坪とお寺との関係性や昔は水田だったことがわかります。上京町・下京町・京坪町
　は隣接していますが、京坪を中心に上と下（下が海側でしょうか？）で分けたことがわかりました。　　　　　　　　　

祇園歴史の旅（その２１）「本島町・島瀬町の由来」
　　坂田直士著「佐世保の地名は語る」（平成１７年出版）によると、「本島町は、名切免島地岳を切り開いて街を造ったことからこの名があり、島瀬町は、小字『島ノ地』と、その東の『瀬戸』の頭文字をとった地名である。この瀬戸は、島地岳と櫨（はじ）山との間の狭（せ）戸で、光月川の流れる低湿地であった。瀬戸とは必ずしも海水の流れるところばかりではなく、陸地でも両方から山が迫り、狭くなった通路を瀬戸といった。大野の『瀬戸越』もそうである。」と記載されています。
昔の地形が想像できそうです。「瀬戸」の意味もわかりました。町名の由来は奥深いものです。

祇園歴史の旅（その２２）「島地町・塩浜町の由来」
　　坂田直士著「佐世保の地名は語る」（平成１７年出版）によると、「島地町は小字『島ノ地』から、塩浜町はこれまた小字『塩浜』にちなむ地名である。この『塩浜』は寛政年間（１７８９年～１８００年）、山県三郎太夫の手になる広大なもので、塩浜町だけではなく、山県町、万津町、さらに上京・下京の各町にも、この塩浜の一部が入った。」と記載されています。
江戸時代の寛政年間に造られた広大な塩浜が目に浮かぶようです。　　　　　　

祇園歴史の旅（その２３）「山県町・松浦町・勝富町・万津町・光月町・栄町・常磐町の由来」
　　坂田直士著「佐世保の地名は語る」（平成１７年出版）によると、「山県町や松浦町は、地主の山県氏、旧平戸藩主・松浦詮氏などの姓にちなみ・・・その他の勝富、万津、光月、栄、常磐等の各町は、いずれも新しく制定された佳字（かじ）地名で、当時の人びとの念願どおり、今では市の中心部の町として発展した。」と記載されています。
祇園小学校区２４ヶ町すべての町名の由来を紹介することはできませんでしたが、「佐世保の地名は語る」に掲載されていたことから、地名の由来を勉強することができました。子どもたちを始め、後世に語り継いでいきたいものです。　　　　　　　　　　　

祇園歴史の旅（その２４）「中部地区町内協議会」
　　今号からは、中部地区町内協議会設立２５周年記念誌「住民親和の歩み四半世紀」（平成２０年出版）をもとに歴史を旅してみたいと思います。同じ中部地区なので、小佐世保小校区や山手小校区の話題も併せてご紹介いたします。
　　巻頭の市長祝辞には、「中部地区町内協議会は、昭和５８年の佐世保市体育文化館完成により中部地区公民館が設置されたことに伴い、自治会活動の活性化などを目的として創立されました。この年は、本市と中国厦門市が友好都市となった年で、また米海軍原子力空母「エンタープライズ」が２回目の入港をした年でもあり、国際色豊かな佐世保を象徴した年でありました。」とあります。
平成２８年６月に中部地区自治協議会が発足するまでの間、３３年に渡り中部地区町協議会として継続・発展してまいりました。

祇園歴史の旅（その２５）「綾なす歴史のたて糸よこ糸　語りつたえよう中部地区のこと（その１）」
　　中部地区町内協議会設立２５周年記念誌（平成２０年発行）に、佐世保史談会会員の筒井隆義さんの記念エッセーが掲載されています。長くなりますが、今号から何十回かに分けてご紹介いたします。「歴史とは、しばしば想像力と現状との合作です。中部地区という、人為的に設けられた位置を考えるとき、まず求められるのが想像力です。皆さんと共に翼を得た鳥となって、アメリカ海軍のニミッツパークから一気に上昇してみましょう。足もとの佐世保川はみるみる一条の水路になり、共済病院の島地山を超えて国道が、さらに千住病院の建つ丘を中央にして、左に名切谷、右に小佐世保川流域が烏帽子岳目指して這い登って行きます。縦横に走る大小の道、思い思いの集落をつくる住宅、あちこちに開ける都市公園の空間。標高５６８．３ｍの烏帽子岳はさすがに緑で埋め尽くされ、織りなす道路はうねうねと遠く遠く走っています。峰を越すとまた広々とした谷あいが西へと広がり、浅緑の整然とした区画の連なりは、稲作の水田です。ここが柚木で、点在する灌漑用溜池、そして水道水を供給する水源ダム。」（続く）　　　
続きにご期待ください・・・。

祇園歴史の旅（その２６）「綾なす歴史のたて糸よこ糸　語りつたえよう中部地区のこと（その２）」
　　中部地区町内協議会設立２５周年記念誌（平成２０年発行）、佐世保史談会会員の筒井隆義さんの記念エッセーより抜粋。「私たちは、中部地区の背後地を確認できたところで想像の翼を折りたたみ、元のニミッツパークに降り立ちます。そこでこんどはしばし目を閉じ、時代を刻み続ける時計の針を、一気に１５０年ほど戻して江戸時代末を見てみます。
降り立ったところは塩浜です。海から海水を導き入れ、濃くなった塩水を釜に入れて煮詰め、塩をとるための広々とした浜です。佐世保浦に連なる細い瀬戸の対岸は島の地と呼ぶ小高い山が連なっていて、磯辺には漁の小舟が見えます。
水路の先、富田酒造場が目立つ佐世保浦にはかなりの人家が連なり、佐世保川の上流に向けて賑わいを見せています。浦で目につくのは老松に囲まれた大智山教法寺。そこから今福浦、琵琶浦から立神の鼻に向かっては、平戸藩に納める貢納米の倉庫が軒を並べています。
視点を戻し、再び島の地山の北を見渡しましょう。北から浜田、古神田、櫨（はぜ）山、どどろ川内、宮崎、京ノ坪と東に移って行き、小佐世保川が入海に注いでいます。戸ノ尾の台地の向うから馬の氏川も同じ入海に注ぎ、そこから東は隣り村の日宇村です。」（続く）　　　
江戸時代末には広々とした塩浜や酒造場、貢納米倉庫などがあったのですね・・・。

祇園歴史の旅（その２７）「綾なす歴史のたて糸よこ糸　語りつたえよう中部地区のこと（その３）」
　　中部地区町内協議会設立２５周年記念誌（平成２０年発行）、佐世保史談会会員の筒井隆義さんの記念エッセーより抜粋。「（前号から続く）鳥瞰と海軍軍港建設以前の『佐世保原図』を描いてみたのが以上です。上空から眺めたとおり、私たちの地形は烏帽子岳から裾野に下り、海に入る区割りで成り立っています。名切谷の名切免、小佐世保川流域の小佐世保免。この大きな区割りが中部地区公民館の地域です。
免の下に字が付き、昔で言えばこの公民館の住所は『佐世保村小佐世保免字どどろ川内』です。鳥瞰で見た地名で、現在の町名となっているのは島地町、浜田町、宮崎町、京坪町で、上京、下京は京坪のあやかり地名です。また、小佐世保という免の名は、現在の元町付近から俵町にかけての佐世保を本家と見立て、よくある“小京都”と同様の小佐世保、としたのでしょう。
京ノ坪の地名は、おそらく末法の世になったと言われた平安時代末に生まれたと思われます。仏教で言う末法の世は、仏陀の力で救われなく世の中です。そこで５６億７千万年後に、釈迦如来に代わって人々を救う弥勒如来の世に期待して、伝えたい経文を土に埋めた経塚が営まれた地から出たのではないでしょうか。その『経』の文字が『京』に変化したと思われます。人々の生活は常に川の水と共にあり、流域が小佐世保谷の一つの生活共同体でした。柚木から中里・相浦までの相浦川流域を『相浦谷』と総称するのがその好例です。」（完）　　　
次回は、「川の流域は人の暮らしの場」と題して地名などをご紹介いたします・・・。

祇園歴史の旅（その２８）「川の流域は人の暮らしの場」
　　中部地区町内協議会設立２５周年記念誌（平成２０年発行）、佐世保史談会会員の筒井隆義さんの記念エッセーより抜粋。「『元町』の町名は、佐世保の町がここから始まったことを意味しています。川と海が接する河口で、古代から人々が暮らしの拠点にしてきました。昔は佐世保浦と呼ばれ、ここから佐世保川の右岸沿いに中通り免があり、俵町付近まで住家が連なっていました。
　　この佐世保の姿を一回り小さくしたもの、それが『小佐世保免』で、河口は浦で三つの浦（三浦）があり、一部は塩浜でした。上流の現小佐世保町にかけては小さな谷が入り組み、複雑な地形をみせています。京の坪と宮崎の地名が隣り合っていますが、この名称は、かつて仏教の施設と神社があったことを物語っています。
歴史を考察する上で、重要な事項に『信仰』があります。『衣・食・住』を生活の基本だと言いますが、心の生きものである人間は、つい近年まで心の支えとして日常に神と仏を念じていました。山や川の自然
地形と共に、神と仏にちなむ古地名の多さが、そのことを証明しています。
『京の坪』の地名は、前にも述べたとおり、末法の世を迎えたとする仏教の経塚にちなむ地名。では宮崎は。早岐・小森川の東にも宮崎の地名がありますが、ここは住吉宮（住吉神社）の地先にあるので宮崎です。では、現在の佐世保郵便局付近を指す宮崎の本宮は何でしょうか。それは『高天宮』です。」　　　
次回は、「大村家と幸天六社大明神」と題して神社をご紹介いたします・・・。

祇園歴史の旅（その２９）「大村家と幸天六社大明神」
　　中部地区町内協議会設立２５周年記念誌（平成２０年発行）、佐世保史談会会員の筒井隆義さんの記
念エッセーより抜粋。「佐世保の高天町の名のもととなった高天宮は、いま須佐神社に合祀されています。これは明治維新に伴う国家神道の普及に伴い、それまであった各種の神仏習合としての大権現、大明神を一律に『神社』としたうえで、郡社、郷社、村社、雑社と格付けし、一村に一社へと合祀令が出されたためです。
中部地区公民館管内には、高天宮、妙見宮、祇園宮、熊野権現、八龍権現など、数多くの宮社があったと思われます。神社名がそのまま町名に残っているのは、当時住んでいた人たちが、日々の生活の中で深く神仏を敬い、朝に夕に祈り、礼拝していたことを物語っています。
高天宮は高天神社として残っていました。昭和の年号を残す鳥居、石祠が須佐神社本殿左に移されています。この高天宮の本宮は、明治を迎えるまで、大村藩の藩主が代々祭祀する彼杵郡の鎮守社として格式を誇ってきました。その本宮は竹松村宮小路にあり、幸天六社大明神、別名昊天大明神と呼ばれました。
彼杵郡に含まれていた佐世保市域の村は、東から宮、針尾、早岐（折尾瀬と呼ばれた三川内を含む）、日宇、佐世保です。
ところが、日宇、佐世保の二村は、南北朝争乱の１４世紀、西肥前一円の『松浦党一揆（一揆は志を同じくするとの意』に加わり、早岐、針尾、宮は波佐見、時津、長崎などの彼杵一揆に連判しているのです。これは、佐世保、日宇が北の松浦氏の所領として、一時期大村氏の支配を受けただけで、豊臣秀吉の治政である天正１４年（１５８６年）、宮と重尾の境界で両者の領域として確定し、明確に平戸松浦領になったことでも明らかです。
しかしながら、高天宮があることは、かつて大村氏が支配していたことを意味しています。『大村家覚書』という文書には、天文１４年（１５４５年）に定めた大村氏の所領について『西は佐世保山中堂より』と記しており、大村領だったわけです。
山中堂は、現在も山の田水源地近くの桜木町にあり、この地が彼杵郡と松浦郡の境界の目印となっていたようです。ともかくも、高天宮はこうした土地の歴史を今に伝える役割を果たしているのです。」
次回は、「平戸往還沿いの史跡」と題して道路を中心に歴史を旅していきます・・・。

祇園歴史の旅（その３０）「平戸往還沿いの史跡」
　　中部地区町内協議会設立２５周年記念誌（平成２０年発行）、佐世保史談会会員の筒井隆義さんの記
念エッセーより抜粋。「沿岸航路の船便と共に、内陸部の道路も暮らしを支える要素です。戦国時代の郡境の目印だった桜木町の山中観音堂は、文明７年（１４７５）有馬氏に敗れて佐々に逃れていた大村純伊（すみこれ）に部下が連絡を取るために通った話が『大村家覚書』にあります。
徳川時代に入って世の中が落ち着き、幕府は国内の主要道である東海道、中仙道などの幹線道路である五街道を整備し、松並木や一里塚、宿場、馬つなぎ場などを設けました。平戸藩もこれにならい、領内の中心となる平戸往還を整備したのです。
中部地区の道筋は、谷郷町から九品寺裏を通って名切谷に下り、ソフトボール場を通って千住病院横を抜け、裁判所と検察庁の間を通って松浦鉄道のガードをくぐり、中部地区公民館の東を進んで西の峰の坂を登り、山祇神社付近の馬つなぎ場に至る道でした。
平戸往還の整備は寛文５年（１６６５）、その翌年に建てられた大神宮石碑が千住病院の中庭に移設されて残っています。大神宮は伊勢神社で、庶民の願いは『一生に一度はお伊勢詣り』。江戸時代の２６０年を通じて盛んに行われたお伊勢詣りは、御師（おし）と呼ばれる今日の観光ガイドもいて賑わいました。村では『伊勢講』が盛んで、一定の金を出し合って積み立て、代表がそれを路銀に伊勢神宮に参拝、帰ってきて参拝記念の石碑を建立することが広く行われていました。
このほか、宮地嶽神社の裏の平戸往還沿いには、行路病者などを慰霊する三界万霊供養塔、中央公園内の山祇神社には庚申塔があり、この碑も道祖神として平戸往還の旅人の安全、村人の安全を念じたのです。
ちなみに、千住病院が建つ丘は、古い地名の字で『櫨（はぜ）山』。暮らしに必要な明かりを灯すろうそくの原料が櫨の実で、農家は稲作の副業として養蚕と共に櫨の栽培もしていました。こうしたことから考えると、名切谷は名切川沿いに下流から古新田（いまの松浦、常盤町）、浜田（熊野町）、大田（ソフトボール場から交通公園にかけての中心部）、前田、迎田、黒田（花園、山手町）といった字が示すとおりの田園が広がっていました。
小佐世保川流域は、川流れ、後川内、どどろ川内といった川にちなむ字名が目立ち、耕地にはあまり恵まれていなかったようです。高天町から小佐世保町にかけては、焼山、炭釜、稗田という言わば副業的農産物をつくった地名が残り、大谷、西谷、小谷の谷あいを示す字名が目立つので、川が谷をつくる急流だった状況を物語ります。地元で小佐世保谷と呼ばれるゆえんです。
いまの戸尾市場付近から四ヶ町入口、塩浜町にかけての地は、地元の大地主、浜崎七郎左衛門が、江戸時代後期の天明・寛政のころ、西暦１７００年代末に干拓を始め、のち山県家に譲った土地です。いまの山県町に名を残す山県三郎大夫が開拓に着手し、６代目山県金十郎までの９０年間をかけて造成した地区なのです。」
次回は、「明治維新、そして軍港建設へ」と題して軍港として発展してきた様子をご紹介いたします・・・。

祇園歴史の旅（その３１）「明治維新、そして軍港建設へ」
　　中部地区町内協議会設立２５周年記念誌（平成２０年発行）、佐世保史談会会員の筒井隆義さんの記
念エッセーより抜粋。「現代の私たちは、佐世保のたたずまいを思い浮かべるとき、市街地を貫く３５号国道、そして四ヶ町、三ヶ町から浜田、高砂町を経て市役所に至る南から北へのルートをたどります。でも、この２本の道路がつくられる以前は、東の烏帽子岳から海への東西ルートというたたずまいです。市になる前の小佐世保、名切の両免を見ると一目瞭然です。
　明治１９年（１８８６）、海軍軍港が佐世保に決定し、まず策定された都市づくり計画は、本通りと呼ばれた四ヶ町三ヶ町通りを核として、その北側に三笠通りを通し、この通りを東西に仕切る通りを設けて、いわゆる碁盤の目状の市街地図を策定しました。
　このころの中部地区は、市の中心部だった高砂、常盤、相生から見ると日宇村に近い場末といった観がありました。それが、年を追うごとに人口が爆発的に増え、明治３１年（１８９８）に国鉄佐世保駅が開業すると、一気に市街地は南東の方へ発展して行くのです。この当時、駅の所在地は日宇村福石免で、村境は旧戸尾小学校付近。そこで、行政上も何かと不便なので、明治３７年に福石観音から北の日宇福石免を佐世保市に編入しました。
　先に述べたとおり、中部地区は大きく名切谷と小佐世保谷の２地区に大別されます。共通するのは、名切が最上部に花園遊郭、小佐世保も同様小佐世保遊郭（勝富）ができたこと。昔は、公娼制があり男性優位が社会の仕組みの大きな要素でしたから、遊郭は当たり前の存在でした。加えて、その地区の発展を支えるレジャーランドの意味を持っていたのです。
　後年、高天町、京坪、上京、下京が繁華街となるのも小佐世保遊郭の存在が要因です。また、万徳町佐世保重砲兵連隊の門前町として宮田町の風紀が悪化したので、花園町に遊郭を開業した結果として太田町、宮地町、栄町、常盤町、松浦町方面の賑わいが約束されました。
　佐世保の中心街は、こうして佐世保川流域から次第に南下し、昭和に入ると一気に加速して国鉄佐世保駅、潮見町へと繁華街化して行きます。明治４０年８月１５日、与謝野寛を中心とした北原白秋、吉井勇ら若き詩人たちが、異国情緒を求めて旅した「五足の靴」の一行が一泊した佐世保は、自分たちの目的に反した新開地の無秩序ぶりに驚きをかくせませんでした。
　しかし、夜になって散歩に出ると、そこに現れる夜店の活況に目を見張ります。翌日朝出港の平戸行き船便を待って、一校が泊ったのは、現在の四ヶ町入口のニシムタ帽子店付近にあった京屋旅館。散歩に出た先はいまも「夜店通り」の名が残る一帯。旅館は一階が人力車夫の留まり場、向かいの湯屋は床屋との兼業でした。」　　
次回は、「西沢乙吉氏の軌跡」と題して、西沢呉服店創業などをご紹介いたします・・・。

祇園歴史の旅（その３２）「西沢乙吉氏の軌跡」
　　中部地区町内協議会設立２５周年記念誌（平成２０年発行）、佐世保史談会会員の筒井隆義さんの記
念エッセーより抜粋。「新しい活気を求めて南へ移る。その一つの典型を西沢乙吉という近江商人の足跡でたどってみましょう。
　明治３５年（１９０２）、滋賀県愛知（えち）郡泰荘町で麻織物商を営んでいた西沢乙吉氏は、明治の国策である「富国強兵」の一翼を担い、明治１９年いらい目覚ましい発展を続け、この年市制を施行した佐世保にやってきました。２８歳の西沢氏は、まず天満町に呉服店を開業。その後の動向を見ながら松浦、島瀬、そして上京町へと移りました。
　昭和１１年、資本金２０万円の株式会社に成長しましたが、太平洋戦争の開戦で閉店のやむなきにいたり、昭和２０年６月の空襲で店舗も全焼。この混乱期、事業を引き継いだ西沢芳太郎氏は、８月１５日に敗戦となって戦火が止むとすぐ商売を再開、昭和２５年６月の朝鮮戦争を契機に急上昇した景気を背景に業績を重ね、昭和３８年当時従業員４００人、年商８億円を上げました。
　８００年前の鎌倉時代からその名を知られる近江商人は、京大阪に近い地の利を生かし、主に蒲生、神崎、愛知の湖東三郡から集団で出、のちに「千両天秤」と呼ばれる行商できっかけをつかみ、室町時代は市、座でも活躍して、江戸時代全国に広がりました。売る者も買う者も、世の中も得をするという三方徳の商道徳が発展の原因でした。
　取扱う商品は、当初近江産の麻、蚊帳、畳表などでしたが、その後は太物その他主要品を扱い、お互いに店舗網を利用しての『産物廻し』で利を増やしたとされます。この商魂が新興地佐世保でも成果を見せ、西沢呉服店から現代まで百余年の盛業を続けています。
　このほか、明治３７年創業の和菓子『松月堂』は山口県下関、同じくそばを中心に和食の『岡崎』は同年に熊本から、翌３８年田中丸呉服店として創業したデパート玉屋は当初松浦町（現松浦公園の一角）の店舗。現在の栄町でデパート開業は大正９年９月。鉄筋コンクリート４階建ての偉容は人々を驚かせました。田中丸一族は佐賀県牛津町。日露戦争で傷ついた傷病兵の繃帯（ほうたい）用さらし木綿の出荷がきっかけでした。」
次回は、「都市に不可欠な娯楽」と題して、芝居小屋や映画館などをご紹介いたします・・・。

祇園歴史の旅（その３３）「都市に不可欠な娯楽」
　　中部地区町内協議会設立２５周年記念誌（平成２０年発行）、佐世保史談会会員の筒井隆義さんの記
念エッセーより抜粋。「現在の国道３５号は、太平洋戦争前まで『弥生座通り』と呼ばれていました。それは現在のエクラン東宝のところにあった歌舞伎芝居の常設館『弥生座』にちなむ名称でした。駅前から三浦町カトリック教会裏を通り、戸尾町トンネル横丁前を通って市役所に至る道路は、明治初年の都市計画策定のときに設けられ、日露戦争の日本海海戦で、ロシアのバルチック艦隊を撃滅した日本艦隊の旗艦『三笠』にちなみ三笠通りと名付けられました。
　それが『弥生座通り』となるのは、民衆の強い娯楽指向と、その結果として市を代表する芝居小屋がさざまな場面で頻繁に口にされたことを物語ります。この栄町から夜店にかけての一帯には、佐世保座、軍港座といった芝居小屋があり、後年、大衆娯楽の王座を占める活動写真、今日の映画が世に出ると、その常設館『朝日館』が今の島瀬公園に誕生。連日大賑わいしました。
名切川に朱色のたいこ橋がかかり、その下流の島瀬橋とともに、新しい活気が生まれる地区として市民のさんざめきが絶えませんでした。弥生座通りを隔てた東側は、海軍工廠の職工さんたちが利用する佐世保会館で、後年作家として名を為す故・井上光晴氏も『会館食堂の親子丼の味は忘れられない』と述懐するほどの人気でした。
映画の全盛期を築いたのは、四国出身の安福龔（きょう）三郎、秀治郎氏の親子二代。明治３３年に佐世保へ来た龔三郎氏は、たばこ、酒類販売、化粧品などを商い、映画が時代の脚光を浴び始めると有志と共に夜店に千日映劇を設け、敷島館を買収して日活館、佐世保座を東宝とするなど、佐世保映画界の発展の基礎をつくりました。
その子秀治郎氏は昭和９年に２８歳で社長となり、『中央館チェーン』を育て上げました。さらに長崎、諫早、福岡、川棚にも上映館を持ち、九州屈指の映画人として知られたのです。活動写真から音が出るトーキーの映画へ。海軍さんや職工さんと、若い消費人口であふれる佐世保は、明治から大正、昭和へと好不況の波が寄せては返す時代にあっても、たくましく成長して行きました。」
次回は、「信仰心に応える宗教界」と題して、各派仏教やキリスト教などをご紹介いたします・・・。
祇園歴史の旅（その３４）「信仰心に応える宗教界」
　　中部地区町内協議会設立２５周年記念誌（平成２０年発行）、佐世保史談会会員の筒井隆義さんの記
念エッセーより抜粋。「明治維新を迎えるまで、日本人は神と仏を同根とした神仏習合を信奉してきました。生活規範を神さまに、祖先供養を仏さまに祈り、日常の朝夕、礼拝と祈念を欠かしませんでした。春夏秋冬の祭り、縁日命日と今日まで続くものも幾つかあります。
　徳川時代いらい、明治維新を迎えても信仰の形はさほど変化しませんでした。ただ、天皇を御一新の旗印にし、天皇の祖先神とされた天照大御神を唯一絶対神とし、大権現、大明神といった神仏習合を厳しく分離し、仏教は弾圧に近い圧迫を受けました。行き過ぎた民衆の「廃仏毀釈運動」も全国に及びました。修験道は廃絶に追い込まれ、仏教の中でも密教系の真言、天台宗は廃寺の憂き目をみたものが多数にのぼりました。
　軍港佐世保の建設期は、これら宗教がようやく復活する時期でもありました。人口の急増は、新たな信者の獲得が可能とあって、明治中期から各派仏教、禁教を解かれたキリスト教、そして新派の神道が相次いで佐世保に拠点をつくりました。
中部地区公民館の管内である名切谷、小佐世保谷は、これら宗教界にはもってこいの適地とあって、明治２２年（１８８９）真宗大谷派東本願寺が島瀬町に開山、以降年を追って増加しました。主な中部地区の仏教施設は次のようなものです。
真宗本派西本願寺（明治２５年）上京町、本願寺大谷派説教所（明治２５年）名切免枦山、真言宗黒髪山大智院（明治４０年）戸尾町、真宗教宗寺（明治４３年）宮地町、日蓮宗延寿寺（明治４４年）太田町、真言宗光輪院（明治４４年）宮地町、臨済宗圓通寺（明治４０年）戸尾町、真宗連行寺出張所（明治４０年）戸尾町、日蓮宗教会所（明治４３年）宮地町、天台宗叡山教会分社（明治４３年）光月町、真宗本願寺派説教所（明治４４年）松川町、浄土宗善光寺（大正２年）本島町、真言宗成田山不動院（大正９年）熊野町
＜キリスト教＞日本基督教会（大正６年）浜田町、基督教伝導館（明治４２年）本島町、救世軍小佐世保小隊（大正７年）京坪町、日本人メソジスト佐世保教会（不詳）常盤町
＜その他の宗教＞神理教直轄宮地教会本部（明治２５年）宮地町、金光教佐世保教会（明治２９年）太田町、実行教宮地嶽講社（明治４１年）山県町、穴守教会（明治４３年）太田町、天理教支教会（大正２年）祇園町　（以上大正７年刊佐世保郷土誌から）」
次回は、「佐世保要塞司令部と川原田弾薬庫」と題して、光月町に設けられた要塞司令部と西高梨に
あった弾薬庫などをご紹介いたします・・・。

祇園歴史の旅（その３５）「佐世保要塞司令部と川原田弾薬庫」
　　中部地区町内協議会設立２５周年記念誌（平成２０年発行）、佐世保史談会会員の筒井隆義さんの記
念エッセーより抜粋。「海軍軍港の設置に伴い、港湾、市街などを一括して守備する全般を担う「佐世保要塞司令部」が光月町に設けられたのは明治３３年（１９００）８月でした。当初、保立町（現在は万徳町）にあった陸軍佐世保要塞砲兵連隊内で準備をはじめ、庁舎を建設してから移ってきました。
明治３６年からは佐世保築城部支部、佐世保兵器支廠を併設していましたが、これは事務だけを取扱いました。広大な敷地を持ち日露、第一次大戦、そして太平洋戦争に際し重要な役割を果たしました。しかし、海軍と異なり一般市民との接触はほとんど無く、いつもひっそりとしていました。太平洋戦争の開戦後、近隣住民を司令部内に招き、スパイ防止の国策映画上映を催す交流があった程度です。
川原田弾薬庫は、佐世保要塞砲兵大隊が使用する臼砲（きゅうほう）、榴弾（りゅうだん）砲、加農（カノン）砲に使用する弾薬を収容していました。場所は西高梨の旧名切免字川原田。須佐神社の北側２１２０坪、約７０００㎡の広さがありました。
周囲は鉄条網をめぐらし、赤煉瓦の弾薬庫は２ｍほどの土堤で囲まれ、その上を２４時間、銃を持った衛兵が巡回警備していました。当時は光月川の上流域で、昼なお暗い森が繁る人里から離れた土地でした。
須佐神社は古来『穴妙見』と呼ばれる古い信仰形態のお宮で、仏教的には妙見菩薩、神さまでは妙見神と呼ばれます。神仏習合の体現者である修験道の行者、つまり山伏とゆかりが深く、いつの時かこの一帯に真言宗の寺があったのではないかと想像させます。妙見菩薩は北極星とそれを取り巻く北斗七星を表す仏で、神秘的な岩屋を神殿とするこの地にふさわしい神（本尊仏）です。
高天町の町名の由来となった高天宮（明治維新後に神社）は、いま須佐神社の一角に合祀されています。もとは要塞司令部の北にあった岩山に祀られていました。この神社は、『大村郷村記』にあるように『肥の前州（ひのまえのくに）彼杵郡の鎮守なり』、つまり佐世保市から長崎半島の野母崎までの広大な土地を守護する産土神なのです。
祭神は国産みのイザナギ、イザナミ、ニニギ、コノハナサクヤヒメ、ウガヤフキアエズ（神武天皇）、玉依姫で、大村氏の祖とされる藤原直済の霊も副祭されています。」
次回（来年度）は、「祇園町と祇園宮」と題して、祇園宮などの神社をご紹介いたします・・・。　
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